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ＪＲの駅において、ＪＲ西日本と当財団との共催に
と、「救急現場に居合わせた時の救命処置」の重要性
とりでも多くの「いのち」を救えるよう、心肺蘇生法
す。

※「救急現場に居合わせた時の救命処置」の重要性
その場に居合わせた人による、早期の心肺蘇生
めます。
心肺蘇生が５分以内で開始され、除細動が10分

心肺蘇生が５分以上経ってから開始され、除細
近くになります。
（出典：「ＣＰＲの早期実施での病院外心停止の蘇生」「

（日程・会場)

※上記以外にも開催を予定しています。

ＪＲ西日本と当財団では、毎月９日を「救９の日」
位置づけＡＥＤ使用のデモンストレーションを行い、
でも
．．

気軽に学べる「救９の日 エキデモＡＥＤ」を開催
ます。

（日程・会場)

日 程 会 場
4/9(水) 10:30～12:00 新大阪駅

5/9(金) 10:30～12:00 京橋駅

6/9(月) 10:30～12:00 大阪駅

※７月以降も京阪神の駅で開催します。

詳細はホームページ(http://www.jrw-relief-f.or.jp

日 程 会 場

5/17(土) 13:00～15:30 三田駅

5/24(土) 13:00～15:30 吹田駅

6/7(土) 13:00～15:30 和歌山駅

6/28(土) 10:00～12:30 姫路駅

9/6(土) 10:30～13:00 草津駅

9/13(土) 10:00～12:30 宝塚駅

9/14(日) 13:00～15:30 奈良駅

10/4(土) 13:00～15:30 高槻駅

10/18(土) 10:30～13:00 尼崎駅

11/2(日) 13:00～16:00 京都駅
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「救９の日 エキデモＡＥＤ」開催

消防や地域のＮＰＯなどと協力
初期救命処置の重要性を訴えて

「救急フェア」
「救９の日 エキデモＡＥＤ」
を開催します
より、各地域の消防署やＮＰＯ法人等の協力のも
・知識及び方法を広く普及・啓発することで、ひ
やＡＥＤの使用方法等の体験イベントを開催しま

とＡＥＤを使用した除細動が倒れた人の生死を決

以内に行われた場合 →生存率は37％

動までに10分以上経過した場合 →生存率は０％

Ａｍ Ｊ Ｅｍｅｒｇ Ｍｅｄ」1985;3:114-119より）

救急隊員や、応急手当普及員の資格を持
つＪＲ西日本の駅社員及び乗務員が、心肺
蘇生法とＡＥＤの使用方法を指導します。
昨年度は、12駅、約2,700名の方に参加い
ただき、約750名に救命処置を体験してい
ただきました。
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（ 京橋駅での様子 ）

/)をご覧ください。

！

し「救急フェア」を開催！

（ 京都駅前地下街ポルタでの様子 ）

http://www.jrw-relief-f.or.jp/

